
我が国の経済は、コロナ禍をきっかけに、グローバル化の進展、環境負荷低減の推進、コンプライアンスの確保、人材・労働環境変化への対応

など、企業経営を取り巻く重要な課題がさらに多様化しております。これらの課題に対応していくため、企業競争力と企業価値向上に大きく貢献

するロジスティクスを構築し、部門間はもとより企業や業種・業界の枠を超えた連携が強く求められています。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、このような様々な課題を解決するための手がかりやノウハウを共有していただくため、

以下の表彰制度を設けております。応募された様々な事例のなかから特に優れたものを顕彰し、今後さらなるロジスティクスの高度化がなされる

ことを目指しております。

この機会に是非、関係各位の積極的なご応募をお待ちしております！！

表彰制度のご案内

物流改善賞（※）
全日本物流改善事例大会 実行委員会において、大会でご発表いただいた優秀事例を審査のうえ「最優秀物流改善賞」

および「優秀物流改善賞」を決定し、 202２年6月開催予定の当協会定時総会の席上で表彰式を行います。受賞企業

には正賞（表彰状）と副賞（賞金）を授与いたします。

また、受賞企業は、当協会のホームページ、機関誌「ロジスティクスシステム」で発表いたします。

物流改善賞とは・・・

ロジスティクスを効率的かつ効果的に機能させるのは、実質的な運営を司る物流現場です。

企業経営にスピード、効率化が強く求められ、さらにコロナ禍により多様化、複雑化している経営や

市場等の環境変化に柔軟に対応できる物流の「現場力」がこれまで以上に必要とされており、

物流現場改善活動の推進は「現場力」を強化する重要な役割を担っております。

物流改善賞は、企業のきわめて優れた物流改善の取り組みに贈られる賞です。毎年、当協会と

一般社団法人日本物流資格士会の共催で開催される全日本物流改善事例大会の発表事例の中から、

特に優れた物流改善事例に「最優秀物流改善賞」または「優秀物流改善賞」が贈られます。

※ 旧賞名「物流合理化賞」。2022年度より「物流改善賞」に名称変更いたします。

ロジスティクス大賞
ご応募いただいた事例を審査のうえ、「ロジスティクス大賞」および「特別賞」を決定し、 202２年９月（予定）に

表彰式を行います。受賞企業には正賞（表彰状）と副賞（賞金）を授与いたします。

また、受賞企業は、当協会のホームページ、機関誌「ロジスティクスシステム」で発表いたします。

ロジスティクス大賞とは・・・

ロジスティクス推進に向けて、顕著な努力と優れた実績をあげたと認められる企業、機関、団体を

表彰する「ロジスティクス大賞」を設けております。

また、優れた実績、成果を顕彰し、ロジスティクスの社会的浸透と、ロジスティクス部門および関係者

の意識高揚を図ることを目的としております。

このようなロジスティクスの高度化への取り組みについて、その優れた実績を広く社会に公表する

ことは、新たな挑戦目標を生み出す剌激となり、当該企業のみならず、広く産業界の関係者にとって

極めて有意義なことであります。

詳細は、以下のページからもご確認ください！！

（ロジスティクス大賞 実施概要ページ）
https://www1.logistics.or.jp/propulsion/prize.html

（物流改善賞 実施概要ページ）
https://www1.logistics.or.jp/propulsion/list/rationalization.html

【対象範囲と審査基準の目安】

ロジスティクス大賞

物流改善賞

【ロジスティクス大賞 選考基準】

【ロジスティクス大賞 選考スケジュール（予定）】

①創造性
・着眼点の新しさ
・目標の革新性
・オリジナリティ（または独創性）

④技術革新度
・マテハン技術
・情報技術等の革新的技術の応用度

②成果度
・顧客満足度向上
・生産性向上
・差別化の実現等の定量的な成果度

⑤社会性
・他企業や事業所などへの適用可能性
（または応用可能性）
・社会システムとしての汎用性

③経営革新度
・経営革新への貢献度

⑥努力度
・持続的な注力度、努力度（内外の関
係組織との間の調整等を含む）
・人材の能力向上度

①現状把握度
自社および自部門の目標や、物流特性を
理解し、現状を正しく認識した上で解決す
べき問題を抽出し、原因の分析ができて
いるか。

⑤成果度
顧客満足度や生産性の向上など現場およ
び自社内や関係企業への定呈的な効果。

②改善企画度
改善企画度抽出した問題点に対して、 具
体的に実行可能な改善計画を立案し、 改
善活動に関わる全ての人に理解できる目
標を策定できているか。

⑥表現力
改善内容を分かりやすくテキストや発表
で表現できているか。

③改善実行度
改善計画の実行を周知徹底し、 マニュア
ル等を活用して教育指導・コミュニケー
ションを図り、トラブルなどにも適切に対
処できているか。

⑦総合点
上記項目では評価されにくい部分につい
て総合的に判断する。

④評価・定着度
改善の進捗状況や、 その達成度合いを正
しく評価し、 必要に応じて改善活動の促
進を回るとともに、 活動を定着化するこ
とができているか。

【物流改善賞 選考基準】

【物流改善賞 選考スケジュール（予定）】
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